
このたび、標記製品の「使用上の注意」を改訂いたしましたので、お知らせ申し上げます。
今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

【改訂内容（下線部　　　：変更箇所）】
改　訂　後 改　訂　前

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 変更なし
2.2 ルラシドン塩酸塩、タダラフィル（アドシルカ）、マ
シテンタン、ペマフィブラート、チカグレロル、ロルラ
チニブ、ボリコナゾール、イサブコナゾニウム硫酸塩、
ホスアンプレナビルカルシウム水和物、アタザナビル硫
酸塩、リルピビリン塩酸塩、リルピビリン塩酸塩・テノ
ホビル　アラフェナミドフマル酸塩・エムトリシタビ
ン、ドルテグラビルナトリウム・リルピビリン塩酸塩、
エルビテグラビル・コビシスタット・エムトリシタビ
ン・テノホビル　アラフェナミドフマル酸塩、ダルナビ
ル　エタノール付加物・コビシスタット・エムトリシタ
ビン・テノホビル　アラフェナミドフマル酸塩、ドラビ
リン、カボテグラビル、カボテグラビルナトリウム、レ
ナカパビルナトリウム、ソホスブビル、レジパスビル　
アセトン付加物・ソホスブビル、ソホスブビル・ベルパ
タスビル、グレカプレビル水和物・ピブレンタスビル、
テノホビル　アラフェナミドフマル酸塩、ビクテグラビ
ルナトリウム・エムトリシタビン・テノホビル　アラフ
ェナミドフマル酸塩、アメナメビル、ニルマトレルビル・
リトナビル、エンシトレルビル　フマル酸、アルテメテ
ル・ルメファントリン又はプラジカンテルを投与中の患
者［10.1 参照］

2.3 変更なし

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 省略
2.2 ルラシドン塩酸塩、タダラフィル（アドシルカ）、マ
シテンタン、ペマフィブラート、チカグレロル、ロルラ
チニブ、ボリコナゾール、イサブコナゾニウム硫酸塩、
ホスアンプレナビルカルシウム水和物、アタザナビル硫
酸塩、リルピビリン塩酸塩、リルピビリン塩酸塩・テノ
ホビル　アラフェナミドフマル酸塩・エムトリシタビ
ン、ドルテグラビルナトリウム・リルピビリン塩酸塩、
エルビテグラビル・コビシスタット・エムトリシタビ
ン・テノホビル　アラフェナミドフマル酸塩、ドラビリ
ン、カボテグラビル、カボテグラビルナトリウム、レナ
カパビルナトリウム、ソホスブビル、レジパスビル　ア
セトン付加物・ソホスブビル、ソホスブビル・ベルパタ
スビル、グレカプレビル水和物・ピブレンタスビル、テ
ノホビル　アラフェナミドフマル酸塩、ビクテグラビル
ナトリウム・エムトリシタビン・テノホビル　アラフェ
ナミドフマル酸塩、アメナメビル、ニルマトレルビル・
リトナビル、エンシトレルビル　フマル酸、アルテメテ
ル・ルメファントリン又はプラジカンテルを投与中の患
者［10.1 参照］

2.3 省略

－医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。－
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改　訂　後 改　訂　前
10. 相互作用
変更なし

10.1 併用禁忌（併用しないこと）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

変更なし
抗ウイルス剤
　HIV感染症治療薬
　　�エルビテグラビ

ル・コビシスタ
ット・エムトリ
シタビン・テノ
ホビル　アラフ
ェナミドフマル
酸塩

　　　ゲンボイヤ
　　［2.2 参照］

エルビテグラビ
ル、コビシスタ
ット及びテノホ
ビルの作用が減
弱するおそれが
ある。

本剤の肝薬物代謝
酵素（CYP3A4 等）
誘導作用により、
エルビテグラビル
及びコビシスタッ
トの代謝を促進し、
血中濃度を低下さ
せると考えられて
いる。また、本剤
の P糖蛋白誘導作
用によるものと考
えられている。

抗ウイルス剤
　HIV感染症治療薬
　　�ダルナビル　エ

タノール付加物・
コビシスタット・
エムトリシタビ
ン・テノホビル　
アラフェナミド
フマル酸塩

　　　シムツーザ
　　［2.2 参照］

ダルナビル、コ
ビシスタット及び
テノホビル　ア
ラフェナミドの
作用が減弱する
おそれがある。

本剤のCYP3A誘
導作用により、ダ
ルナビル、コビシ
スタット及びテノ
ホビル　アラフェ
ナミドの代謝を促
進し、血中濃度を
低下させると考え
られている。また、
本剤の P糖蛋白誘
導作用によるもの
と考えられている。

抗ウイルス剤
　HIV感染症治療薬
　　ドラビリン
　　　ピフェルトロ
　　［2.2 参照］

ドラビリンの作
用が減弱するお
それがある。

本剤のCYP3A4誘
導作用により、ド
ラビリンの代謝を
促進し、血中濃度
を低下させると考
えられている。

変更なし

10. 相互作用
省略

10.1 併用禁忌（併用しないこと）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

省略
抗ウイルス剤
　HIV感染症治療薬
　　�エルビテグラビ

ル・コビシスタ
ット・エムトリ
シタビン・テノ
ホビル　アラフ
ェナミドフマル
酸塩

　　　ゲンボイヤ
　　［2.2 参照］

エルビテグラビ
ル、コビシスタ
ット及びテノホ
ビルの作用が減
弱するおそれが
ある。

本剤の肝薬物代謝
酵素（CYP3A4 等）
誘導作用により、
エルビテグラビル
及びコビシスタッ
トの代謝を促進し、
血中濃度を低下さ
せると考えられて
いる。また、本剤
の P糖蛋白誘導作
用によるものと考
えられている。

新設

抗ウイルス剤
　HIV感染症治療薬
　　ドラビリン
　　　ピフェルトロ
　　［2.2 参照］

ドラビリンの作
用が減弱するお
それがある。

本剤のCYP3A4誘
導作用により、ド
ラビリンの代謝を
促進し、血中濃度
を低下させると考
えられている。

省略

【改訂理由】
相互作用相手薬記載との整合の観点から、「2. 禁忌」及び「10.1 併用禁忌」の項を改訂しました。

改訂内容につきましては、日本製薬団体連合会発行の「DRUG SAFETY UPDATE 医薬品安全対策情報
（DSU）No.334」に掲載されます。
改訂電子添文につきましては医薬品医療機器総合機構ホームぺージ（https://www.pmda.go.jp/）及び弊社
ホームページ「医療関係者向け情報」（https://www.sandoz.jp/products）に掲載されます。
なお、以下のGS1 バーコードを ｢添文ナビ｣ で読み取ることでも、本製品の最新の電子化された添付文書
等をご覧いただけます。

リファンピシンカプセル 150mg「サンド」　　


